
CASE 18

香川県事業者の 未来への 投資を 応援する 総合補助金 【活用事例】

在庫管理をシステム化し、生産性向上と利用者のスキルアップを実現

・障害福祉サービスを通じて利用者の就労支援と地域社会への貢献を目指す事業所。
・2021年に善通寺市で開業し、内職作業を中心に工賃を確保。利用者の増加や物価高騰による単
価引き下げに対応するため、複雑な作業も積極的に受注し、取引業者数や商品数が拡大している。

一般社団法人 キラリ（業種：社会保険・社会福祉・介護事業）

会社概要

補助金を活用した取組内容

所在地：善通寺市生野町796番地3 電話：0877-85-5381 URL https://www.kirari-zen.com/

・在庫管理システムを導入し、従来は従業員が手作業で記入していた在庫表をシステムでの入力。
・管理に移行することで、業務の効率化と経費削減を図る。また、利用者にもタブレットを用い
て在庫管理業務に携わってもらい、新たなスキルの習得やキャリアアップの機会を提供する。

社屋
主力工場
主力商品
等画像

在庫管理の負担が課題導入前・課題等 導入後・改善・効果等

効
果
・
成
果

・在庫管理システムを導入することで、サービス提供時間中（利用者が就労
継続支援B型事業所を利用している時間）であっても、利用者が職員と一
緒に在庫の入力をすることが可能になる。このことは、利用者のスキル
アップにもつながり、本来の就労継続支援A型事業所が持つ役割を果たす
大きな一歩にもなる。

・（就労継続支援A型事業所→一般就労（障害者雇用枠）→一般就労）利用
者がステップアップすることが、私たちの目標でもあり、本事業で、その
一助を担うことが可能になる。また、このようなことの積み重ねが「社会
の永続」につながり必要不可欠なものであると考える。

補助金の活用にあたっての参考ポイント

将来の成長に向けた展望・意気込み

• 従業員が送迎後に手作業で在庫表を記入・集計し、
業務負担が大きかった。

• 受注拡大により、取扱業者5社・商品数約110種と
なり在庫管理が複雑化。

• 納品数の消し忘れや再集計などのミスが発生し、
業務効率の低下やストレスの要因となっていた。

• 在庫管理システムの導入で手作業を削減し、
業務の負担軽減とミス防止を実現。

• 業務効率化により人件費を抑え、経費削減に
もつながった。

• 利用者もタブレットで在庫管理に参加し、ス
キル習得とキャリアアップを促進。

在庫管理システム

導入した設備等の概要

写真③

従来の作業風景

・在庫の管理を、従業員だけが管理するのではなく、利用者も管理できる仕
様にし、労務費の削減により生産性向上に努めることができる。

・また、利用者自身も在庫管理という新たな作業にチャレンジすることで、
利用者のスキルアップにもつながる。

在庫管理の効率化を
実現！スキルアップも！

生産性向上
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